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訴訟の判決に関するお知らせ 
 

当社が提訴され係属中であった損害賠償請求訴訟について、本日、東京地方裁判所より判決の言い渡しを受けまし

たので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

１．判決のあった裁判所及び年月日 

  東京地方裁判所  平成24年９月28日 

 

２．訴訟を提起した者 

 （１）① 商号等  ：シリーズＢ投資事業組合 

業務執行組合員 株式会社ＫＹインベストメント 

    ② 本店所在地：東京都港区西麻布２丁目24番３号 

    ③ 代表者  ：代表取締役 弓削昭博 

 （２）① 商号等  ：シリーズＢ２投資事業組合  

業務執行組合員 株式会社ＫＹインベストメント 

    ② 本店所在地：東京都港区西麻布２丁目24番３号 

    ③ 代表者  ：代表取締役 弓削昭博 

 （３）① 商号等  ：シリーズＦ投資事業組合  

業務執行組合員 株式会社ＫＹインベストメント 

    ② 本店所在地：東京都港区西麻布２丁目24番３号 

    ③ 代表者  ：代表取締役 弓削昭博 

 

３．訴訟の内容と判決に至るまでの経緯 

 （１）被告 

    ２名（当社及び個人１名） 

 （２）訴訟の内容 

    シリーズＢ投資事業組合、シリーズＢ２投資事業組合及びシリーズＦ投資事業組合（以下、「原告ら」と総

称します。）は、当社との間で外国為替証拠金取引を行っていた訴訟外の米国法人（以下、「Ａ社」といいます。）

に対して、資金の運用を委託していた投資事業組合です。原告らは、原告らがＡ社に対して運用委託金として



 
 

預託した金銭が、リーマンショック等に見られたマーケット情勢の影響等により、元本を毀損するような運用

成績に陥ったため、元本欠損額に弁護士費用等を加えた金額が３億9,538万0,194円であるとして、当社及び

個人１名に対して同金額の損害賠償等を求めていたものであります。 

当社としては、当社と原告ら組合との間には直接の契約関係は存在していたわけではなく、訴訟の提起にか

かる原告らの主張は全く根拠のないものであると確信して、当社が損害賠償責任を負う理由は全くないと考え、

全ての手続き及び取引等に不法行為は全くなく法令を遵守して行ったことを主張し争ってまいりました。 

 
４．判決の内容 

 ① 原告らの請求をいずれも棄却する。 

② 訴訟費用は原告らの負担とする。 

なお、当社に対する請求だけでなく他の被告に対する請求もすべて退けられ、当社を含む被告側の全面勝訴でした。 

 

５．今後の見通し 

上記のとおり、原告らの請求が棄却されたため、平成25年３月期の業績に与える影響はございません。また、本

判決に対して、原告らより控訴が提起された場合は、引き続き当社の主張が認められるよう対応してまいります。

なお、今後開示すべき事項が生じた場合は速やかにお知らせいたします。 

 

 

以  上 


